
丸十木材株式会社（製造業）

主力商品:住宅用2×4パネル加工

〇本社所在地:
北海道帯広市川西町西3線73番地2

〇事業概要:住宅用建材製造業
〇常時使用する従業員:60名

（グループ全体:2024年3月期）
〇現在の売上高: 30億円

（ グループ全体:2024年3月期）
○法人番号: 9460101001702
○Web:www.marujyu-lumber.com

代表取締役
中田 隆之

コンクリートから『木』へ～脱炭素社会に適応するために
丸十木材グループは、建築時に炭素排出が少なく、木が炭素を固定して貯蔵する特性を持つことに注目
し持続可能な木材利用を経営戦略に取り込んでいます。コンクリートから『木』へのシフトにより、木
材の需要は大きく変化することになり、当社工場はこの需要を支える義務があり、良い品質な木製資材
を提供し続けます。併せて、工場の最新化による労働環境を整備し、従業員の待遇改善します。良い製
品を提供し続けるためには良い人材が必要であり、従業員のチームワークを大切にプロフェショナルな
人材育成に取り組みます。

売上高100億円実現の目標と課題

2033年のグループ売上100億円達成に向け、既存の住宅用
資材販売のほか、非住宅分野用(ビル・牛舎・倉庫・老健施
設等)の大型建物の木材加工の受注を増加させ100億円への
成⾧を目指す。また、事業拡大に向け、関連企業のM&Aに
ついても積極的に情報を収集し取組む。

・非住宅用の大型木材LVLの加工ができる設備導入と
生産体制の構築

・生産拠点の統合および拡大による生産効率の向上と多能
工化の促進

・将来的に、 M&A等により当社の後工程(サッシ取付等)の内
製化を検討していく。本来現場で行う加工を当社工場内で
実施、建築現場の効率化を提供し、差別化を図る

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・社⾧直轄で非住宅木材部門を立ち上げる。併せて、脱炭素
社会実現に向けて、建築物の木造化及び木質化に関する課題
解決に貢献する実務支援チームの構築
・LVLは非住宅における木造建築の可能性を広げる材料。こ
の資材を利用した建築が可能な北海道内建築会社や設計事務
所、その他専門家との連携

当社主力事業の住宅用木材の加工販売は、人口減少、首都圏へ
の人口集中、住宅価格高騰などで域内住宅市場は縮小を見込ん
でおり、当社のさらなる成⾧のためには、非住宅建築分野への
進出が必要。そのためには強度の高い木材である大型LVL（ラ
ミネート・べニア・ランバー。薄い木材を繊維方向を揃えて何
層も貼り合わせたもの）のプレカット加工体制の構築が課題。

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

丸十木材



売上100億円実現目標とグループ体制

・丸十木材グループは、住宅用2×4パネルプレカット製造販売を営む業歴75年の丸十木材株式会社を発祥として、住宅用在来軸組工法プレカット製造販売を経営するマルジュ
ウランバー株式会社の2社で事業展開をしています。グループ本社を北海道帯広市に置き、帯広2×4パネルプレカット工場・帯広在来軸組プレカット工場(平成27年開設)・釧
路2×4パネルプレカット工場(平成24年開設) ・石狩2×4パネルプレカット工場(平成27年開設)の4工場にて、北海道のハウスメーカーをメイン受注先として北海道全域を商
商圏として事業展開しております。十勝・釧路地区には同様な住宅用ブレカット業を営んでいる企業はなく、地区唯一の企業であり、グループ企業全体の経営共通化を図り
つつ、ハウスメーカーや工務店様が仕事しやすいように品質管理を徹底し、グルーブで情報共有を図り横断的な取組みも実施しています。

・当社の『非住宅用の木材加工受注』は、令和4年に牛舎1棟(北海道小平町)からスタートしました。現在、牛舎と倉庫のみ受注ですが、今後は北海道産木材を積極利用した非
住宅分野に本格進出を計画しています。林野庁が発表した『大規模木造建築物における木材利用の促進に向けた措置の実施状況の取りまとめ』でも、2022年度に対前年で約
4,600㎡増加した中高層木造建物床面積が、2023年度は更に26,000㎡増加するなど、木造建築物の増加傾向を示しています。当社はこれをチャンスと捉え、積極的に『非
住宅部門』に参入予定です。

○法人番号:9460101001702（丸十木材株式会社）、6460101002059（マルジュウランバー株式会社）
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